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宇宙線ミューオンによる平成新山溶岩ドーム密度構造観測計画
The plan imaging the lava dome structure with cosmic-ray muon at Unzen
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粘性の高いマグマによって作られる溶岩ドームの内部構造を調べることは、溶岩ドームの成長メカニズムの解明にとっ
て重要である。1991年～1995年の噴火により形成された雲仙岳の溶岩ドームの、宇宙線ミューオンを用いた内部構造観
測計画が進められている。Nakada et al., (1995)は、の観測とそれに基づく雲仙溶岩ドームの内成的成長モデルの推察か
ら、現在の溶岩ドーム密度構造を推定し、ミューオンラジオグラフィによってどの程度の優位な結果を得られるかシミュ
レーションを行った。結果、25mの高空間分解能で優位な密度決定を行うことができることがわかった。中田教授らの提
案するモデルの検証が可能なデータを得られる見通しを得た。溶岩ドーム形成がこのような peel modelを経て成長して
いる場合、現在の溶岩ドームは楕円体の密度が高い部分と、その周りの密度の低い瓦礫の部分がmassiveな楕円体部分の
下に存在することが予想される。その予想から、現在の溶岩ドームの密度構造を仮定し、ミューオンラジオグラフィに
よって、どれだけ有意な観測が行うことができるかシミュレーションを行った。結果、1.0m2のミューオン検出器を 6ヶ
月間設置すれば、25mの高空間分解能で massiveな楕円体と外側の瓦礫を、優位な密度差として観測でき、中田教授ら
の提案するモデルの検証を行うことができる見通しを得た。2010年 12月初めにミューオン検出器である原子核乾板を、
雲仙岳にある自然の風穴のなかに 1.0m2設置した。2011年 7月末に回収、現像、解析を行う予定である。原子核乾板の
解析は高速読み取り装置によって行われる。今秋には最初の解析結果が得られる予定である。


